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令和６年度は、大企業 　　　　　　　　　　　集団資源回収の

中心に大幅な賃上げが 　　　　　　　　　　　紙商五代による

始まり日銀のマイナス 　　　　　　　　　　「金属類回収」が

金利政策が解消される 　　　　　　　　　　　始まりました。

等、世の中の経済流通 　　　　　　　　　　　4月11日に行わ

が大きく変わる年にな れた回収で自転車やスコップなど1,516

りそうです。 kgが回収されました。 町内会では初

急速な円高により物価 めての事なので、敷地内に置かれてい

や電気料金・ガソリンな る場合も散見されたとのこと。

ど軒並み値上げが予想さ 自転車など、廃棄物と分かりづらい物

れるなか、町内会は年会 については是非「廃棄物」と記入した

費の据え置きのまま町内 張り紙をして欲しいとのことでした。

会活動の効果的な見直し

を行います。

  ３月９日、宮の

　夏まつりは、昨 　　　　　　　　　　　地域の皆さんが 沢会館において、

年の反省を踏まえ 　　　　　　　　　　様々な活動に参加 宮の沢町内会役員

て焼鳥など一部を 　　　　　　　　　　いただけるように や新旧の班長さん

町内会直営として 　　　　　　　　　　昨年度から始めた ４０数名が出席し

運営しますが、そ 　　　　　　　　　　ポイント制による て引継ぎ要領の説明会を開催しました。

の他の部分はキッチンカーの導入などに 有償ボランティアを本年度も積極的に進 最初に中川会長から、班長さんの日頃の

より役員スタッフの皆さんの準備やあと めてまいります。お子様の誕生祝、手稲 活動について謝意が示され、その後、班

片付けといった業務から解放していただ 宮丘小学校のスクールバンド支援等様々 長さんのお仕事や引継ぎ要領について総

き、時代に合わせた親睦交流の新しい在 な学校活動との相互協力関係をさらに深 務部長が説明しました。班長さんからは

り方を模索してまいります。 め、地域の子供たちを大切に育てる活動 活動における問題点等について活発な意

を進めてまいります。 見をいただきましたので、今後の町内会

運営に反映させていただきます。

　　　　　　　　　　　　防災活動は

　　　　　　　　　　　地球温暖化に 　老朽化して

　　　　　　　　　　　より何が起き きた宮の沢会

　　　　　　　　　　　るか全く不透 館の屋根や外

　　　　　　　　　　　明な時代です 壁の修理を令 　長い冬も終り

が、土砂災害や土石流災害からお年寄 和７年度の札 雪解けも進み、

りや重い障がいをお持ちの方を地域の 幌市の補助金 冬季間に眠って

皆さんの協力を得ながら安心して避難 を目当てに、準備を進めてまいります。 いたゴミがが目

できる体制つくりをより一層進めてま 宮の沢会館は、追分町内会との共同管理 立つようになっ

いります。 そのために、 医療と介護の連 （宮の沢会館運営委員会）をしておりま てきました。

絡協議会の協力を得ながら、普段から すので、双方の合意形成を得ながら進め 今年は、10日間のスケジュールで、天候

顔の見える地域内で 完結できる地域包括 てまいります。又、会館の付加価値を高 や、 ご自身の健康状態などを考慮しなが

ケアシステム 宮の沢町内会版を目指して めるために、事務室裏の未利用旧管理人 らゴミステーションや周辺道路などの清

福利厚生面にも注力してまいります。 居住部分の活用も検討してまいります。 掃にご協力ください。
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　学校周辺の雪解

　4月27日（土）宮の沢会館会議室にお けもぐんぐんと進

いて、道見辰美監事、高杉正伸監事の両 み、春を先取りす 　　　　　　一昨年度より始められたこ

名によって、 令和5年度宮の沢町内会一 るように、今年も 　　　　　   の制度、この一年半で１8

般会計、 除排雪会計、資源回収会計、 103名の新一年 　　　　　　名の赤ちゃんが誕生してい

公園管理会計に関する会計書類とその明 生の初登校が始まりました。元気に小学 ます。この町内で新たに生まれたお子様

細書や切手使用在庫などについて厳格な 校生活を安心して過ごせるように、又、 に健やかに育ってほしいとの願いを込め

監査が行われ、適切に処理されているこ 保護者の方々も安心して子供達を送り出 てささやかな祝金をお届けしています。

とが認められました。 せるように見守り活動を実施しました。 区長又は役員までお申し出ください。

 沢地区担当の民生委員も参加しました。

 参加者からは、高齢者を取り巻く現状と

 独自の活動状況が発表され、活発な意見

 交換がなされました。会場には、気軽な

　３月２９日、宮の沢会館において、札幌  個別相談コーナーも設けられ、多くの人

市西区介護予防センター西町主催の「高齢  が介護問題や介護保険等の相談に訪れ、

者の何でも相談会」の研修会が開催され、  担当者から適切なアドバイスを受けて、

町内からも、中川会長、町内会役員、宮の  安心された方もいました。

    ひろ内科クリニ ック(首藤　寛院長)さ

んから設立30周年の感謝を込めてエアコ

ン ２台を 宮の沢会館に寄贈いただきまし

た。10年前にもエアコンの寄贈を受け猛

暑の夏を快適に過ごせることで、 利用者

から喜ばれてきました。 今年度は町内会

でもエアコン未設置の部屋 全ての冷房完

備をめざしてきましたのでお陰様で宮の沢会館の利用価値は大きく飛躍しました。

   早いもので、ひろ内科さんがこの宮の沢に開業されて以来この地域の人口が急増し

てきました。開業時「病は待ってくません。夜間や休日でも往診します」という張り

紙を見て安心感がいっきに広がった思いがありました。 それから30年今では地域に

無くてはならない私たちのクリニックです。 これからも、 先生ご自身がお元気で長

く長くこの宮の沢の住民の健康を見守ってください。(会長　中川和彦)

超高齢化社

会に突入す

る中、会の

　昭和４９年、会員７４名で設立され、 活動を楽し

本年４月に創立５０周年を迎えました。 みにしてい

主な活動としては、パークゴルフ部、カ る会員も多

ラオケ部、麻雀部、囲碁部、演芸部、絵 く、長栄会

手紙部、手芸部などが活動し、一泊研修 の重要性を改めて確認していました。

旅行を年２回実施しています。

　 4月26日（金）介護予防センター西

町主催のノルディックウォーキングに 　３月２５日、

四名で参加しまし 手稲宮丘小学

た。 満開のさくら 校修了式の中で、いつも交差点に立って

の下、気持ち良く くださる、通称「じゃんけんおじさん」

歩いてきました。 に感謝状が贈呈されました。雨の日も風

梅の花、桃の花も の日も、どんな時にも子どもたちを見守

咲き誇り、素晴ら ってくださる「じゃんけんおじさん」。

しい景色も堪能で これからも、宜しくお願いいたします。

きました。


